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	A．研究目的
	米国企業の従業員を対象とした先行研究によると、健康に関連する総コストのうち、生産性の損失が4分の3を占めるのに対し、医療・薬剤費は4分の1を占めるに過ぎないP1P。特に、生産性損失によるコストの大きい症状は、倦怠感、抑うつ、肩こり・腰痛、睡眠障害などの不定愁訴であるP2P。
	日本国内の大企業を対象とした先行研究において、生活習慣と心身の健康状態に関する健康リスクの増加に伴い、プレゼンティーイズムが悪化することが報告されているP3P。また、中小企業に勤務する従業員に関しても、健康リスクレベルが高いほど、労働生産性の損失が大きいことが示されているP4P。さらに同研究では、仕事に対する熱意や誇りを表すワーク・エンゲイジメントや、職場の一体感を強く感じる従業員ほど、プレゼンティーイズムによる損失が小さいことを明らかにしている。
	そこで当研究では、国内中小企業を対象として、これまで一時点で観測していた労働生産性とその影響要因を複数時点で観測することにより、労働生産性の変化を他の影響要因の状態や変化により説明できるか検証した。
	B．研究方法
	C．研究結果
	UC-1. 労働生産性と健康リスクレベル、ワーク・エンゲイジメント、職場の一体感の関係性に関して、調査時点および調査対象を変更した場合でも、昨年度の研究報告と同様の調査結果が得られた。
	本年度の調査結果（B県13事業所の従業員を対象として、2018年7月に実施した無記名の自記式アンケート調査結果n=579）においても、昨年度の先行研究と同様に、健康リスクレベルの上昇に伴い、アブセンティーイズムとプレゼンティーイズムが悪化する傾向、およびワーク・エンゲイジメント、職場の一体感のスコアが比較的高い従業員ほどプレゼンティーイズムが良い傾向が見られた。
	具体的にまず、健康リスク評価により回答者を低リスク群48%、中リスク群36%、高リスク群16%の3群に分けた。各群のアブセンティーイズムの平均値は低リスク群0.3日、中リスク群0.3日、高リスク群0.8日であった。一方、各群のプレゼンティーイズムの平均値は低リスク群15.7%、中リスク群18.7%、高リスク群26.0%であった（図表1）。
	図表2．健康リスクレベルと労働生産性の損失
	回答者の報酬年額をもとに労働生産性の損失（アブセンティーイズムとプレゼンティーイズムの合計値）をコスト換算した場合、1人あたりの労働生産性の損失コストは低リスク群が年間53万円、中リスク群が年間60万円、高リスク群が年間91万円であった。低リスク群の損失コストと比較して、中リスク群が1.1倍、高リスク群が1.7倍大きかった（図表3）。
	また、ワーク・エンゲイジメント、職場の一体感に関する設問に対して肯定的に回答した群（各スコアが3点以上）と、否定的に回答した群（各スコアが3点未満）の2群に分けた。そして、各群のプレゼンティーイズムの平均値を比較した場合、ワーク・エンゲイジメントと職場の一体感ともに、肯定的な回答をしている従業員の方がその平均値が低く、プレゼンティーイズムの損失割合が小さい傾向が見られた（図表4）。
	図表3．健康リスクレベルと労働生産性損失コスト
	図表4．職場の一体感、ワーク・エンゲイジメントとプレゼンティーイズム
	UC-2. 不定愁訴の有訴数が多い従業員ほど、労働生産性の損失が高まる傾向が見られた。
	回答者の不定愁訴の状況について、不定愁訴の42症状の中で該当する症状の合計値（有訴数）により評価した。
	不定愁訴の有訴数により回答者を、「0個」群67%、「1~4個」群20%、「5個以上」群17%の3群に分けた。その上で、各群のアブセンティーイズムの平均値は「0個」群0.2日、「1~4個」群0.5日、「5個以上」群0.9日であった。一方、各群のプレゼンティーイズムの平均値は「0個」群17.6%、「1~4個」群18.6%、「5個以上」群23.3%であった（図表5）。
	回答者の報酬年額をもとに労働生産性の損失（アブセンティーイズムとプレゼンティーイズムの合計値）をコスト換算した場合、1人あたりの労働生産性の損失コストは「0個」群が年間57万円、「1~4個」群が年間61万円、「5個以上」群が年間88万円であった。「0個」群の損失コストと比較して、「1~4個」群が1.1倍、「5個以上」群が1.5倍大きかった（図表6）。
	図表5．不定愁訴と労働生産性の損失
	UC-3. 健康リスク数が減少した従業員はプレゼンティーイズムが良化し、健康リスク数が増加した従業員はプレゼンティーイズムが悪化する傾向があった。
	回答者IDをもとに、事前事後の調査結果を紐付けできた回答者（n=524）に関して、アブセンティーイズム、プレゼンティーイズム、健康リスク数、不定愁訴の有訴数の変化状況を確認したところ、それぞれの変化量の平均値は0.03日、-0.2%、0.1個、-0.05個であった。調査期間で測定結果が変化なし、つまり変化量0の回答者割合は、アブセンティーイズムが77%、プレゼンティーイズムが40%、健康リスク数が35%、不定愁訴の有訴数が60%であり、プレゼンティーイズムと健康リスク数は比較的に変化が生じやすい評...
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